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 『こういう部品をつくれる会社は、県内には他に無いし、東北にも無いと思

うよ』こう話してくれた大町社長。自分の会社がつくる製品に、これだけ自信

を持てる大町社長の姿がとても眩しく見えました。 

『自分の会社の商品やサービスに自信がもてること』これがどんなことより

も強みになる。このことを改めて感じさせてくれた大町社長が率いる有限会社

大町機工さんをご紹介します。 

 

 １５歳のときに集団就職で上京し、トランジスターのバリコンをつくる会社

で働いたのが、全ての始まりでした。この会社で働いた５年半の中で、ものづ

くりの基本を学び、そこで学んだことが今でも大町社長の基本となっています。 

その後、「もっと大きな機械を使って仕事をしたい！」という思いから、その

会社をやめて職業訓練所に１年間通って勉強した後、地元に戻って、いくつか

の会社で更に技術を磨き、昭和４４年に独立。精密部品加工を行う大町機工が、

岩沼に誕生しました。 

 独立当初は、機械１台からのスタート。以前働いていた会社から仕事をもら

ったり、元同僚が心配して取引先を紹介してくれたりして、なんとか続けるこ

とができたそうです。 

 

      

 社長が社訓として創業当時から掲げ 

ているのが、『品質本位』という言葉。 

今でこそ、安いものより品質が重視さ 

れはじめてきていますが、一昔前の大 

量生産・大量消費の時代においても、 

先を見据え、品質重視の営業戦略を選 

択してきました。 これだけの部品で数十万円!! 

品質本位 

～大町社長のものづくりは、これからも続きます！！～ 

 

 

 




